
　人工知能が論文を書き作曲をし、医師に変わって診察までしようという時代、ヒトが頭の中
でする仕事であればほとんどの部分はAIが代替できるようになるのは時間の問題です。時間を
かけて習得した技能が一瞬で機械に取って代わられる状況は、技術進歩を哲学論争の対象にし
ていきます。いま私たちは人類史上の壮大な断絶の時代を生きているのかもしれません。
　そこで今この時代だからこその課題として「失いたくない手仕事」をピックアップしてみた
いと思います。ノスタルジーではなく、手を持つ生物として1000年後の人類に伝承したほうが
良いと真剣に思えるもの。私たちは日本という「伝世」の文明が1000年以上続く国に生きるも
のとして、人類史的な貢献を果たすことができるかもしれませんから。（黒木 正郎）

 

第43回

M A S セ ミ ナー

日時： 2026 / 7 / 11 （土)
講演会：14：00～16：00 （受付 ：13：30～ ）
  場所：渋谷区神宮前2-3-18 　JIA館1F　建築家クラブ

懇親会：16：00～17：30（ワイン・つまみ付）
参加費：  講演会無料　　懇親会500円

問合せ・申し込み： JIA港地域会ホームページ 　http://www.jia-minato.jp/
　　　　　　　　または、右のQRコードからお申込みください

主催：日本建築家協会 JIA 関東甲信越支部港地域会　（代表 ： 今井 均）
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　   当日連絡先　小川　ogawa@m-a-t.jp

日本建築家協会（JIA）港地域会のセミナーのお知らせです。
毎回、港地域会の建築家たちがパネリストとなり、テーマに沿って考えて
いること感じていることをお話しいたします。それをきっかけにして参加さ
れる皆様と意見交換ができればという趣旨のセミナーです。どなたでも参
加できますので、皆様お誘いあわせの上どうぞお気軽にご参加ください。

1000年先に受け継がせたい「手仕事」という叡智テーマ
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